
保健センターから健康に関する情報をお届けします

６月４日～10日は、歯と口の健康習慣

おくりたい　未来の自分に　きれいな歯
歯を失う原因で最も多いのは「歯周病」です。ただし歯周病は、本人の

自覚で予防できる生活習慣病であるといわれています。未来の自分にき
れいな歯を残すため、正しい知識を身に付け歯周病を予防しましょう。

歯周病は、全身のさまざまな病気に関わっています
歯周病が悪化するに従い、歯周病原性細菌とその細菌が

生産する毒素などが増えていきます。それらが毛細血管を
通じて全身に運搬されると、糖尿病の悪化や心臓血管疾
患、脳卒中、低体重
児出産などを引き起
こす危険性を高めま
す。また、唾液の中
に混じった歯周病原
性細菌を含む細菌が
誤って気道から気管
支、肺の方に入ると、
気管支炎、肺炎（誤
えん性肺炎）の原因
にもなります。

歯周病予防のポイント
①年に１～２回は、歯科健診を受ける
②丁寧な歯磨きを心掛ける
③バランスのとれた食事をよくかんで食べる

保健センターでは、歯科健康相談を行って
います。歯科健診や歯磨き指導もあります。
日　時　６月６日（土）
　　　　午後１時15分～午後２時30分
場　所　保健センター
・ 　保健センター（☎○55　2010）
※前日までに電話で申し込みください。
当日は、電話がつながりません。

※６月６日以降の相談を希望する方は、問い
合わせください。誤えん性肺炎

脳卒中心臓血管疾患

歯を失う原因の円グラフ
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